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自
立
す
る

村
民
出
資
会
社
の

限
り
な
き
挑
戦

島
根
県
雲
南
市
　

㈱
吉
田
ふ
る
さ
と
村

事例
2

村
民
出
資
に
よ
る

株
式
会
社
の
設
立

　

島
根
県
松
江
市
か
ら
、
車
で
1
時
間
ほ

ど
南
の
斐
伊
川
の
上
流
域
は
、
い
わ
ゆ
る

「
た
た
ら
の
里
」
で
す
。
千
年
以
上
続
く

「
た
た
ら
製
鉄
」
は
日
本
独
特
の
製
鉄
法

で
、
中
世
以
降
、
こ
の
地
域
で
盛
ん
と
な

り
、
日
本
刀
を
は
じ
め
、
農
機
具
や
生
活

雑
器
の
代
表
的
な
生
産
地
で
し
た
。

　

株
式
会
社
吉
田
ふ
る
さ
と
村
は
、
そ
の

「
た
た
ら
の
里
」
に
あ
り
、
た
ま
ご
か
け

ご
飯
専
用
醤
油『
お
た
ま
は
ん
』
の
製

造
・
販
売
で
一
躍
全
国
的
に
有
名
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
た
ま
ご
か
け
ご
飯
」
に
郷
愁
を
感
じ

る
人
々
に
、
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
会
社
は
昭
和
60
年
（
1
9
8
5
）

に
、
地
域
産
業
の
振
興
・
雇
用
の
場
の
創

出
を
目
指
し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
当
時
は
、
資
本

金
1
5
0
0
万
円
、
従
業
員
6
名
で
出

発
。
30
年
後
の
現
在
は
、
資
本
金
６
０

０
０
万
円
、
従
業
員
67
名
。
旧
吉
田
村
で

は
有
数
の
企
業
に
育
ち
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年（
1
9
8
3
）、
旧
吉
田
村

に
村
民
を
中
心
と
す
る「
む
ら
づ
く
り
委

員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
地
域
産
業
の
衰
退
に
対
す
る
村
民
の

危
機
感
が
あ
っ
た
の
で
す
。「
た
た
ら
製

鉄
」
は
大
正
年
間
に
途
絶
え
、
そ
の
後
は

林
業
や
製
材
・
製
炭
業
な
ど
で
生
計
を
立

て
て
い
ま
し
た
が
、
産
業
の
衰
退
と
急
速

な
過
疎
化
に
よ
っ
て
、
昭
和
30
年
代
に
約

5
0
0
0
人
だ
っ
た
村
の
人
口
は
、
60

年
代
に
は
2
8
0
0
人
ま
で
落
ち
込
み

ま
し
た
。

　
昭
和
60
年
に
、
村
は
地
域
産
業
の
振
興・

雇
用
創
造
を
目
指
す「
吉
田
ふ
る
さ
と

村
」構
想
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

昭
和
60
年
4
月
、
村
役
場
か
ら
５
０
０
万

円
、
発
起
人
や
村
民
37
名
か
ら
1
０
０
０

万
円
の
出
資
に
よ
っ
て
、
資
本
金
1
５
０

０
万
円
で
吉
田
ふ
る
さ
と
村
は
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
出
資
希
望
者
が
多
か
っ
た
た

め
、
そ
の
直
後
に
増
資
。
地
域
課
題
を
解

決
す
る
〝
わ
し
ら
の
会
社
〞
へ
の
村
民
の

期
待
が
結
実
す
る「
村
民
出
資
会
社
」
の

誕
生
で
し
た
。
商
工
会
か
ら
代
表
取
締
役

専
務
が
就
任
。
設
立
時
の
職
員
は
全
員
プ

ロ
パ
ー
で
、
村
は
経
営
に
立
ち
入
ら
な
い

と
決
め
ま
し
た
。

た
ま
ご
か
け
ご
飯
専
用
醤
油

『
お
た
ま
は
ん
』の
爆
発
的
ヒ
ッ
ト

　

平
成
７
年
、
国
や
村
の
支
援
を
受
け

て
、
本
格
的
な
加
工
施
設
を
建
設
。
そ
れ

を
機
に
、
加
工
品
の
販
路
を
、
従
来
の
県

内
中
心
か
ら
、
大
消
費
地
へ
拡
大
す
る
営

業
方
針
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
東
京
や
大

阪
の
旧
吉
田
村
出
身
者
を
訪
ね
て
、「
村

民
出
資
・
安
全
無
添
加
」
を
ウ
リ
に
、
販

売
網
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
商
社
」
な
ど
と
い
う
言
葉
の
な

い
時
代
に
、
小
さ
な
村
の「
大
き
な
挑

戦
」で
し
た
。

　

ギ
フ
ト
用
の
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
や
、
笹
巻

（
ち
ま
き
）、
惣
菜
類
の
製
造
販
売
か
ら
、

味
の
良
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
米
で
作

っ
た
餅
の
実
演
販
売
な
ど
、
順
調
に
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
12
年
、
卵
の
販
売
に
苦
労
し
て
い

た
県
外
の
養
鶏
業
者
か
ら
相
談
を
受
け
、

加
工
食
品
の
開
発
を
持
ち
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
社
内
で
頻
繁
に
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
生
ま
れ
た
の
が「
た
ま
ご
か

け
ご
飯
専
用
醤
油
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で

し
た
。
試
作
品
の
試
食
を
繰
り
返
し
て
、

平
成
13
年
に
製
品
が
完
成
。『
お
た
ま
は

ん
』
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
決
ま
り
ま
し

た
。
発
売
前
に
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
行
い
、

み
り
ん
を
少
な
く
し
た
関
東
向
け
の『
お

た
ま
は
ん
』も
開
発
し
ま
し
た
。

　
「
東
京
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
強
く
意
識
し

た
の
は
、
少
量
・
多
品
種
で
少
々
高
く
て

も
、
安
全
な
も
の
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と

と
、
ユ
ー
ザ
ー
に
商
品
の
詳
し
い
説
明
が

で
き
、
丁
寧
に
売
っ
て
い
た
だ
け
る
の

は
、
や
は
り
東
京
だ
と
思
っ
た
か
ら
で

す
」

　

と
、
現
在
の
社
長
の
高た

か
お
か
ゆ
う
じ

岡
裕
司
さ
ん
は

『道の駅たたらば壱番地』で販売されている「たまご
かけごはん」

創業以来、無添加で安心手作りの商品がモットー島根 SUPER大使「吉田くん」ラベルの『おたまは
ん』。左が関東風で右が関西風

㈱吉田ふるさと村代表取締役
高岡裕司さん

「たたらの里」雲南市吉田町
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語
り
ま
す
。

　

名
古
屋
以
西
の
客
向
け
に
関
西
風
の
味

付
け
、
名
古
屋
以
東
に
は
関
東
風
と
2
種

類
の『
お
た
ま
は
ん
』
で
、
発
売
を
開
始

し
ま
す
。

　

当
初
、
1
万
本
の
販
売
目
標
を
立
て
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
約
3
万
本
売
れ

る
と
い
う
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
新
聞
の
紹
介
記
事
か
ら
口

コ
ミ
で
評
判
が
広
が
り
、
テ
レ
ビ
や
全
国

紙
で
紹
介
さ
れ
る
と
、
一
躍
、
全
国
的
に

知
ら
れ
る
商
品
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
10
月
、
吉
田
ふ
る
さ
と
村
が

中
心
と
な
っ
て『
日
本
た
ま
ご
か
け
ご
は

ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。
自

治
体
、
商
工
会
、
学
校
、
各
種
団
体
が
協

力
し
て
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
卵
か

け
ご
は
ん
に
関
す
る
レ
シ
ピ
、
作
文
や
論

文
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
全

国
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
2
5
0
0
人
の
参
加
者
が

集
う
大
規
模
な
も
の
と
な
り
、
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
が
そ
の
様
子
を
伝
え
、「
雲
南
市

吉
田
町
」の
名
は
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、『
日
本
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
は
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
昨
年
度
で
14
回
を
数
え
、
吉

田
町
の
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た

着
地
型
観
光
商
品
を
開
発

　

平
成
20
年
（
2
0
0
8
）、「
吉
田
ふ

る
さ
と
村
」
は
、
野
菜
の
直
接
栽
培
に
加

え
て
、
翌
年
に
は
観
光
旅
行
業
に
も
進
出

し
ま
す
。
平
成
22
年
に
は
、
第
三
種
旅
行

業
に
登
録
し
て
、「
着
地
型
の
ツ
ア
ー
商

品
」を
開
発
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
か
ら
管
理
を
受
託
し
て
い
る

国
民
宿
舎『
清
嵐
荘
』
や
、「
た
た
ら
製

鉄
」
の
里
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
い
う

地
域
資
源
を
活
用
し
て
、「
た
た
ら
体
験

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
催
行
し
て
い
る
の
は
、「『
よ
し
だ

む
ら
』『
菅
谷
た
た
ら
山
内
』
を
巡
る
マ

イ
カ
ー
ツ
ア
ー
」
や『
ほ
た
る
観
バ
ス
』、

『
ト
ロ
ッ
コ
列
車
〝
奥
出
雲
お
ろ
ち
号
〞

撮
り
乗
り
旅
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
』な
ど
。

現
在
は
、
こ
う
し
た
食
品
加
工
や
旅
行
業

と
い
っ
た
収
益
事
業
の
他
に
、
管
理
運
営

委
託
事
業
も
、
会
社
発
足
時
に
比
べ
て
増

加
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
は
、
雲
南
吉
田
Ｉ
Ｃ
の

『
道
の
駅
た
た
ら
ば
壱
番
地
』
の
管
理
を

受
託
。
駅
内
の
立
ち
寄
り
軽
食『
Ｔ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
〜
た
た
ら
ば
〜
』
の
営
業

も
開
始
し
ま
す
。
そ
の
他
、
簡
易
水
道
施

設
の
管
理
や
市
民
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
多

彩
な
事
業
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
岡
社
長
は
今
後
の
抱
負
を
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
発
足
当
時
か
ら『
仕
事
場
を
つ
く
ろ

う
・
自
立
し
よ
う
・
利
益
を
出
そ
う
』
と

走
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
〝
村
民
出
資
会
社
〞
と
い
う
公
共

性
も
あ
り
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
事
業
収
益
を
上
げ
る
と

同
時
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
き

た
い
」

　
「
経
済
的
価
値
」
と「
社
会
的
価
値
」
を

同
時
に
実
現
す
る
難
し
い
事
業
戦
略
と
い

う
意
味
で
、「
株
式
会
社
吉
田
ふ
る
さ
と

村
」
は
、
ひ
と
つ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「日本たまごかけごはんシン
ポジウム」のポスター

「神戸そごう」での
実演販売

㈱吉田ふるさと村の商品群

日本の山林王として名高い田部家の土蔵群 平成27年に開催した「たたら製鉄体験ツアー」の
様子

国重要文化財に指定されている「菅谷高殿」。大正
時代までこの場所で「たたら製鉄」が行われていた


